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令和６年１１月１８日  

─────────────────────────────────────────────── 

議事日程 

第 １  会期の決定 

 

第 ２  会議録署名議員の指名 

 

第 ３  管理者発言（管理者開会あいさつ） 

 

第 ４  報告第 １号 資金不足比率の報告について 

 

第 ５  議案第 ７号 多野藤岡医療事務市町村組合立介護老人保健施設「しらさぎの 

            里」の設置等に関する条例の廃止について 

 

第 ６  議案第 ８号 多野藤岡医療事務市町村組合立介護老人保健施設事業特別会計 

            条例の一部改正について 

 

第 ７  議案第 ９号 多野藤岡医療事務市町村組合職員定数条例の一部改正について 

 

第 ８  議案第１０号 令和６年度多野藤岡医療事務市町村組合立病院事業会計補正予 

            算（第１号）について 

 

第 ９  議案第１１号 令和６年度多野藤岡医療事務市町村組合立介護老人保健施設事 

            業会計補正予算（第１号）について 

 

第１０  議案第１２号 令和５年度多野藤岡医療事務市町村組合立病院事業会計決算認 

            定について 

 

第１１  議案第１３号 令和５年度多野藤岡医療事務市町村組合立介護老人保健施設事 

            業会計決算認定について 

 

第１２  一般質問 

 

─────────────────────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

議事日程に同じ 
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出席議員（１９名） 

１番  中 山 晴 親 君       ２番  丸 山   保 君 

３番  中 澤 秀 平 君       ４番  内 田 裕美子 君 

５番  野 口   靖 君       ６番  大久保 協 城 君 

７番  青 木 貴 俊 君       ８番  窪 田 行 隆 君 

９番  湯 井 廣 志 君      １０番  冬 木 一 俊 君 

１１番  吉 田 達 哉 君      １２番  高 橋   淳 君 

１３番  荒 木 征 二 君      １４番  丸 山   覚 君 

１５番  三 澤 望 太 君      １６番  佐 藤   学 君 

１７番  山 崎 恒 彦 君      １８番  栗 原   透 君 

１９番  松 本 文 和 君 

欠席議員（なし） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――-― 

説明のため出席した者 

管 理 者 新 井 雅 博 君 
組合事業統括 
兼 病 院 長 

設 楽 芳 範 君 

病 院 長 補 佐 井 上 雅 浩 君 
事 務 局 長 兼 
経営管理部長 

髙 田 克 巳 君 

看 護 部 長 髙 田 幸 子 君 薬 剤 部 長 堀 口 裕 之 君 

診療支援部長 関 根 圭 介 君 

総務課長兼安全 
管理センター 
事 務 統 括 兼 
研修管理センター 
事 務 統 括 

田 村 朝 亮 君 

用 度 課 長 平 澤 和 興 君 

参 事 兼 
企画財政課長兼 
患者支援センター 
事 務 統 括 

五十嵐 哲 二 君 

医事情報課長兼 
健康管理センター 
事 務 統 括 兼 
緩和ケアセンター 
事 務 統 括 

清 宮 きよ江 君 
施設管理課長兼 
しらさぎ管理課長 

黒 澤   透 君 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――-― 

事務局職員出席者 
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総務課長補佐兼 
医 局 秘 書 
グループリーダー兼 
研 修 管 理 
グ ル ー プ リ ー ダ ー 

金 澤 祐 子 君 
総 務 課 
法 規 研 修 
グ ル ー プ リ ー ダ ー 

新 井 敬 継 君 

総 務 課 主 査 柳 井 紀 道 君 
研 修 管 理 
センター主査 

岩 井 雅 彦 君 

研 修 管 理 
センター主査 

渡 辺 美 希 君 総 務 課 主 事 栗 原 萌 佳 君 

総 務 課 主 事 桜 井 大 弥 君   
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開会の挨拶 

議長（湯井廣志君）  傍聴人の皆様に申し上げます。 

      当組合議会傍聴規則により、会議中は傍聴人の守るべき事項を遵守していた

だきますようお願いいたします。また、傍聴席においては、写真、動画などの

撮影または録音などはしてはなりませんので、併せてお願いいたします。 

      今期定例会は、新型コロナウイルス感染症対策のためマスクを着用していた

だき、発言の際もマスクの着用のままお願いいたします。 

      なお、議長においても感染拡大防止のためマスクを着用することといたしま

す。議事進行等で聞きづらい点もあるかもしれませんが、ご協力をお願いいた

します。 

      それでは、議会開会に当たり一言ご挨拶を申し上げます。 

      本日、令和６年第２回多野藤岡医療事務市町村組合議会定例会が招集になり

ましたところ、議員各位には極めてお忙しい中、全員のご出席をいただきまし

て開会できますことを、心から御礼申し上げます。 

      今期定例会に提案されるものは、報告１件、議案７件でございます。 

      慎重にご審議いただきまして、議会としての意思決定をお願い申し上げます。 

      なお、通告に基づき一般質問が１件ございます。 

      議事運営等誠に不慣れな私でございますが、議員各位のご協力をいただきま

して、円滑な議事運営が行われますようお願い申し上げまして、簡単ではござ

いますが、開会の挨拶といたします。 

      議事日程につきましては、皆様のお手元に配付してありますので、よろしく

お願いいたします。 

     ───────────────────────────────────── 

開会及び開議 

 午後１時３０分開会 

議長（湯井廣志君）  出席議員定足数に達しましたので、議会は成立いたします。 

      ただいまから、令和６年第２回多野藤岡医療事務市町村組合議会定例会を開

会いたします。 

      これより本日の会議を開きます。 

     ───────────────────────────────────── 

第１ 会期の決定 

議長（湯井廣志君）  日程第１、会期の決定を議題といたします。 

      お諮りいたします。今期定例会の会期は、本日１日といたしたいと思います。

これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声） 

議長（湯井廣志君）  ご異議なしと認めます。よって、会期は本日１日と決定いたしま
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した。 

     ───────────────────────────────────── 

第２ 会議録署名議員の指名 

議長（湯井廣志君）  日程第２、会議録署名議員の指名を行います。 

      会議録署名議員は、会議規則第７７条の規定により、議長において４番、内

田裕美子君、１４番、丸山覚君を指名いたします。 

     ───────────────────────────────────── 

第３ 管理者発言 

議長（湯井廣志君）  日程第３、管理者発言であります。管理者。 

管理者（新井雅博君）  開会に当たりまして、一言ご挨拶を申し上げます。 

      令和６年第２回多野藤岡医療事務市町村組合議会定例会を招集いたしました

ところ、議員各位にはご多忙の中ご出席を賜りまして、誠にありがとうござい

ます。 

      さて、医療現場におきましては、５類感染症となった新型コロナウイルス、

季節性インフルエンザへの感染症対策を含め、引き続き万全の態勢を心がけて

取り組んでいるところでございます。 

      また、令和６年７月３１日に厚生労働省より地域医療構想における推進区域

及びモデル推進区域が設定されました。全国で１５の区域が推進区域かつモデ

ル推進区域として指定される中、藤岡市も選出をされております。本組合とい

たしても地域医療機関と連携をしっかり図りながら、関係機関一体となりまし

て地域医療の充実に努めてまいりますので、議員各位におかれましても、ご理

解、ご協力を賜りますようにお願いを申し上げる次第でございます。 

      さて、本議会にご提案いたします案件は、報告１件、議案７件でございます。

いずれも重要案件でございますので、慎重ご審議の上、ご決定賜りますように

お願いを申し上げ、開会のご挨拶といたします。どうぞよろしくお願いを申し

上げます。 

     ───────────────────────────────────── 

第４ 報告第１号 

議長（湯井廣志君）  日程第４、報告第１号、資金不足比率の報告についてを議題とい

たします。 

      報告を求めます。経営管理部長。 

事務局長兼経営管理部長（髙田克巳君）  報告第１号、資金不足比率の報告につきまし

てご説明申し上げます。 

      今回の報告は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第１項の

規定により、去る８月２３日に監査委員に審査をいただきましたので、報告す

るものであります。 



－6－ 

      はじめに、病院事業会計でありますが、流動資産が６０億６，９４４万

９，０００円、流動負債から企業債等を控除した額が１５億１，５４３万

３，０００円、建設改良費以外の経費に充てる地方債の額が８億４，６７４万

２，０００円、差引資金剰余額が３７億７２７万４，０００円となっており、

資金不足額が生じていないため、資金不足比率が算定されません。 

      次に、介護老人保健施設事業会計でありますが、流動資産が２億５，２７０

万３，０００円、流動負債から企業債等を控除した額が４，７００万６，０００

円、差引資金剰余額が２億５６９万７，０００円となっており、資金不足額が

生じてないため、資金不足比率が算定されません。 

      今後も、資金不足額が生じないよう健全で安定した経営に努めてまいりたい

と考えております。 

      以上、報告とさせていただきます。 

議長（湯井廣志君）  報告が終わりました。 

      次に、監査委員より審査結果の報告を求めます。監査委員、細谷恭弘君。 

監査委員（細谷恭弘君）  監査委員の細谷でございます。よろしくお願いいたします。 

      令和５年度多野藤岡医療事務市町村組合立病院事業会計及び介護老人保健施

設事業会計の資金不足比率につきまして、監査委員を代表して審査の結果をご

報告申し上げます。 

      去る８月２３日、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第１項

の規定に基づき、管理者より審査に付された令和５年度の資金不足比率につき

まして審査を行った結果、地方公共団体の財政の健全化に関する法律及び関係

法令の定めるところにより算出されており、算定の基礎となった数値は正確で

あり、両事業ともに資金の不足はなく、資金不足比率は算出されませんでした。 

      以上、審査の報告とさせていただきます。 

議長（湯井廣志君）  監査委員の報告が終わりました。 

      これより質疑に入ります。ご質疑願います。 

（「なし」の声） 

議長（湯井廣志君）  お諮りいたします。質疑もないようでありますので、質疑を終結

いたしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声） 

議長（湯井廣志君）  ご異議なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

      以上で報告第１号について報告を終わります。 

     ───────────────────────────────────── 

第５ 議案第７号 

議長（湯井廣志君）  日程第５、議案第７号、多野藤岡医療事務市町村組合立介護老人

保健施設「しらさぎの里」の設置等に関する条例の廃止についてを議題といた
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します。 

      提案理由の説明を求めます。経営管理部長。 

事務局長兼経営管理部長（髙田克巳君）  議案第７号、多野藤岡医療事務市町村組合立

介護老人保健施設「しらさぎの里」の設置等に関する条例の廃止についてご説

明を申し上げます。 

      多野藤岡医療事務市町村組合立介護老人保健施設「しらさぎの里」は、平成

９年７月の開設以来、藤岡多野医療圏における医療依存度の高い高齢者の介護

を担ってまいりました。 

      近年は、民間企業の参入、社会情勢の変化から、介護老人保健施設ではなく

終身施設を希望される方が増加した結果、平成２９年以降は利用者数の減少が

続き厳しい経営状態となり、病院事業から介護老人保健施設へ出資することで

事業継続を行っておりました。 

      今後、施設の大規模改修が必要となる中で、地域における介護老人保健施設

の在り方について協議を重ねた結果、開設当初に求められた公的施設としての

役割を終える時期であり、可能な限り早期に事業廃止することが最善であると

の結論となりました。 

      このことから、多野藤岡医療事務市町村組合立介護老人保健施設「しらさぎ

の里」を令和７年３月３１日をもって事業を廃止するものであります。 

      施行日につきましては、令和７年４月１日からとするものであります。 

      以上、提案説明といたします。慎重審議の上、ご決定くださいますようお願

い申し上げます。 

議長（湯井廣志君）  提案理由の説明が終わりました。 

      これより質疑に入ります。ご質疑を願います。冬木一俊君。 

議員（冬木一俊君）  議案第７号、多野藤岡医療事務市町村組合立介護老人保健施設

「しらさぎの里」の設置等に関する条例の廃止についてということで、質疑を

させていただきます。 

      私もこの議場の中で、この施設については、早急に廃止に向けて判断するよ

うにということで執行部、病院長、あとは管理者について見解を伺いながら、

早速の廃止ということで、理解をいたしております。 

      それで、先ほど経営管理部長のほうから説明がありましたように、令和７年

３月３１日に事業廃止をすると。その届出も併せてするというふうに思います

けれども、それでは残された土地や建物の活用についてはどういうふうにする

んでしょうという新たな問題がここに発生するわけですよ。 

      土地、建物、この場所について、譲渡や売却または解体といういろいろなこ

とが想定されるんですけれども、あの建物や土地に何か制限があって、なかな

か誰にでも売れないとか、そういったものがあるのか、その点についてまず伺
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います。 

議長（湯井廣志君）  経営管理部長。 

事務局長兼経営管理部長（髙田克巳君）  お答えいたします。 

      先ほどのご質問でございますけれども、しらさぎの里の跡地利用につきまし

ては、民間に売却または貸出し、それとも今の施設をそのまま有効利用という

ようなことで、施設の利活用について検討はしておるところでございます。 

      底地につきましては、市街化調整区域ということで、解体をしても、用途が

限られる関係で、今のところ解体費も非常にかかるということでありまして、

民間への売却については、大変厳しい状況になるというふうな認識をもってお

ります。 

      以上、答弁とさせていただきます。 

議長（湯井廣志君）  冬木一俊君。 

議員（冬木一俊君）  民間への売却等は厳しいと。そうすると、同じような形態の業務

以外は、なかなかあそこでは譲渡、同じようなことをやらない限りは、なかな

かあそこは民間に誰でも売ることはできないという認識でよろしいんですよね。 

      そうしますと、どのような用途に限定されるのか、具体的に質問させていた

だきます。 

議長（湯井廣志君）  経営管理部長。 

事務局長兼経営管理部長（髙田克巳君）  お答えをさせていただきます。 

      今のところ、まだ検討委員会等、昨年度から８回ほど開催をさせていただい

ておるところなんですけれども、跡地利用につきましては、なかなか現実性の

ある跡地利用ということで、今、検討を重ねておるところでありますけれども、

現在、藤岡総合病院で前橋の方に預けている医療カルテの保管に委託費用がか

かっておりまして、そういった費用を支出減をするため、圧縮をするために、

委託している医療カルテの保管先をしらさぎの里の施設に移動するような形、

またほかに市等でも書類等、文書等で置き場所がないものを保管するというよ

うな様々な用途を今現在、考えておるところでございます。いずれにいたしま

しても、病院事業で支出の減につながるような対策を、現在、検討している形

でございます。 

      あまりこれだという案がまだ今のところまだ出てないんですけれども、いず

れにいたしましても、その用途、それと時期については検討はしているところ

なんですが、今のところ未定ということでございます。 

      以上、答弁とさせていただきます。 

議長（湯井廣志君）  冬木一俊君。 

議員（冬木一俊君）  そうすると、用途制限があるということで、例えば欲しがってい

る民間の会社さんだとかそういったものには、なかなか「いいですよ」という
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ことで、そのまま居抜きで売却や貸出しや譲渡がなかなかできづらいというこ

とは認識いたしました。 

      この地区は、公立藤岡総合病院の外来センターができたり、藤岡中央高校が

移転したり、また外来センターと病院が一体となったということの地域で、教

育・福祉ゾーンという、そういう位置づけに藤岡市としてもなっております。

そういったこともよく検討しながら、模索をしながら、今、病院のカルテだと

かという、そういう話もちょっと出てきましたけれども、よく病院内で検討し

ていただいて、廃止後の建物、土地の在り方について調査研究をしていただき

たいというふうに思います。 

      以上です。 

議長（湯井廣志君）  他に質疑はございませんか。 

（「なし」の声） 

議長（湯井廣志君）  お諮りいたします。質疑もないようでありますので、質疑を終結

いたしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声） 

議長（湯井廣志君）  ご異議なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

      これより討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声） 

議長（湯井廣志君）  討論なしと認めます。これをもって討論を終結いたします。 

      これより採決いたします。議案第７号、多野藤岡医療事務市町村組合立介護

老人保健施設「しらさぎの里」の設置等に関する条例の廃止について、本案は

原案のとおり決することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

議長（湯井廣志君）  起立全員であります。よって、議案第７号は原案のとおり可決さ

れました。 

     ───────────────────────────────────── 

第６ 議案第８号 

議長（湯井廣志君）  日程第６、議案第８号、多野藤岡医療事務市町村組合立介護老人

保健施設事業特別会計条例の一部改正についてを議題といたします。 

      提案理由の説明を求めます。経営管理部長。 

事務局長兼経営管理部長（髙田克巳君）  議案第８号、多野藤岡医療事務市町村組合立

介護老人保健施設事業特別会計条例の一部改正についてご説明申し上げます。 

      本改正は、多野藤岡医療事務市町村組合立介護老人保健施設「しらさぎの

里」の廃止に伴い、所要の改正をお願いするものでございます。 

      特別会計条例は、現行の規定では、組合立介護老人保健施設事業に設置して

おりました。介護老人保健施設「しらさぎの里」の廃止に伴い、特別会計条例
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の題名を多野藤岡医療事務市町村組合立訪問看護ステーション事業特別会計条

例と改め、設置に関する根拠法令を地方自治法第２０９条第２項とし、組合立

訪問看護ステーションに設置すると改めるものでございます。 

      施行日につきましては、令和７年４月１日からとするものであります。 

      以上、提案説明といたします。慎重審議の上、ご決定くださいますようお願

い申し上げます。 

議長（湯井廣志君）  提案理由の説明が終わりました。 

      これより質疑に入ります。ご質疑を願います。 

（「なし」の声） 

議長（湯井廣志君）  お諮りいたします。質疑もないようでありますので、質疑を終結

いたしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声） 

議長（湯井廣志君）  ご異議なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

      これより討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声） 

議長（湯井廣志君）  討論なしと認めます。これをもって討論を終結いたします。 

      これより採決いたします。議案第８号、多野藤岡医療事務市町村組合立介護

老人保健施設事業特別会計条例の一部改正について、本案は原案のとおり決す

ることに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

議長（湯井廣志君）  起立全員であります。よって、議案第８号は原案のとおり可決さ

れました。 

     ───────────────────────────────────── 

第７ 議案第９号 

議長（湯井廣志君）  日程第７、議案第９号、多野藤岡医療事務市町村組合職員定数条

例の一部改正についてを議題といたします。 

      提案理由の説明を求めます。経営管理部長。 

事務局長兼経営管理部長（髙田克巳君）  議案第９号、多野藤岡医療事務市町村組合職

員定数条例の一部改正についてご説明申し上げます。 

      本改正は、多野藤岡医療事務市町村組合立介護老人保健施設「しらさぎの

里」の廃止に伴い、所要の改正をお願いするものでございます。 

      職員の定数は、現行の規定では、公立藤岡総合病院事業部門、訪問看護ステ

ーション事業部門、介護老人保健施設事業部門の３部門で構成され、組合全体

の職員定数として６５０人でございます。 

      介護老人保健施設「しらさぎの里」の廃止に伴い、公立藤岡総合病院事業部

門、訪問看護ステーション事業部門の２部門での構成とし、組合全体の職員定
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数として６５０人に改めるものでございます。 

      組合全体の職員定数は６５０人で変更はございません。 

      施行日につきましては、令和７年４月１日からとするものであります。 

      以上、提案説明といたします。慎重審議の上、ご決定くださいますようお願

い申し上げます。 

議長（湯井廣志君）  提案理由の説明が終わりました。 

      これより質疑に入ります。ご質疑を願います。 

      中澤秀平君。 

議員（中澤秀平君）  議案第９号について、１点だけ確認させてください。 

      職員の定数条例を改めるということで、介護老人保健施設事業部門の職員と

いう項目を削って、定数６５０人は変わらずということなんですが、しらさぎ

の里で勤めていた職員の方、この方たちの行き先というか、今後についてどう

なるのかお伺いをいたします。 

議長（湯井廣志君）  総務課長。 

総務課長兼安全管理センター事務統括（田村朝亮君）  お答えさせていただきます。 

      しらさぎの里の職員につきましては、令和６年８月末日をもって正式に事業

自体は今、休止という状況になっております。その前の６月末、７月末、８月

末という形で、利用者数が減っていった段階で、しらさぎの職員のほうは病院

のほうに今、異動してきておりまして、今現在、希望された職員については、

全職員病院のほうの事業のほうに当たっております。 

      なお、数名でございますが、長年しらさぎの里で勤めていたということで、

新しい職場に行きたくなくて、しらさぎの里で最後まで、終了をもって退職を

したいという者が２名ほどおりましたが、基本的には、本人の希望に基づきま

して、新しい勤め先のほうで受入れして、今現在、普通に業務のほうに就いて

いただいておる状況でございます。 

      以上、ご説明とさせていただきます。 

議長（湯井廣志君）  他にご質疑はございませんか。 

（「なし」の声） 

議長（湯井廣志君）  お諮りいたします。質疑もないようでありますので、質疑を終結

いたしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声） 

議長（湯井廣志君）  ご異議なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

      これより討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声） 

議長（湯井廣志君）  討論なしと認めます。これをもって討論を終結いたします。 

      これより採決いたします。議案第９号、多野藤岡医療事務市町村組合職員定
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数条例の一部改正について、本案は原案のとおり決することに賛成の方の起立

を求めます。 

（賛成者起立） 

議長（湯井廣志君）  起立全員であります。よって、議案第９号は原案のとおり可決さ

れました。 

     ───────────────────────────────────── 

第８ 議案第１０号 

議長（湯井廣志君）  日程第８、議案第１０号、令和６年度多野藤岡医療事務市町村組

合立病院事業会計補正予算（第１号）についてを議題といたします。 

      提案理由の説明を求めます。管理者。 

管理者（新井雅博君）  議案第１０号、令和６年度多野藤岡医療事務市町村組合立病院

事業会計補正予算 （第１号）につきましてご説明を申し上げます。 

      今回の補正は、第２条の収益的収入及び支出において予定額の補正、第３条

の資本的収入及び支出では、医療機器整備に伴う補助金収入と器械器具購入に

伴う増額補正と病院事業から介護老人保健施設事業に対しての出資金の増額補

正となっております。 

      第４条では、医療機器の更新に伴い、債務負担行為として、年度を超える器

械器具の整備を行うものであります。 

      また、第５条では、議会の議決を経なければ流用することのできない経費で、

職員給与費の補正に伴うものでございます。 

      以上、提案説明とさせていただきます。慎重ご審議いただきますようお願い

を申し上げ、なお詳細につきましては経営管理部長より説明をさせますので、

よろしくお願いを申し上げます。 

議長（湯井廣志君）  経営管理部長。 

事務局長兼経営管理部長（髙田克巳君）  それでは、詳細についてご説明申し上げます。 

      初めに、第２条収益的収入及び支出の収益的収入についてご説明申し上げま

す。 

      第１款病院事業収益では、１２７万７，０００円を追加し、総額を１２７億

７，７９５万３，０００円とするものであります。 

      内訳は、第２項医業外収益で１２７万７，０００円を追加するものでありま

す。 

      内容といたしましては、医療機関食材料費高騰対策支援による補助金の増額

補正でございます。 

      続きまして、収益的支出について申し上げます。 

      第１款病院事業費用では、２億８，４００万２，０００円を追加し、総額を

１３７億３４３万７，０００円とするものであります。 
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      内訳は、第１項医業費用で２億８，４００万２，０００円を追加するもので

ございます。 

      主な内容といたしましては、しらさぎの里サービス休止に伴う職員の病院へ

の異動による給与費で２億６，８３６万５，０００円の増額補正でございます。 

      次に、第３条資本的収入及び支出の資本的収入についてご説明申し上げます。 

      第１款公立藤岡総合病院資本的収入では、６８７万５，０００円を追加し、

総額を２０億７，５２１万２，０００円とするものであります。 

      内訳は、第３項補助金で６８７万５，０００円を追加するものであります。 

      内容といたしましては、感染症医療措置整備事業補助金の増額補正でござい

ます。 

      続きまして、資本的支出について申し上げます。 

      第１款公立藤岡総合病院資本的支出では２億２８７万５，０００円を追加し、

総額を３１億３，１８７万５，０００円とするものであります。 

      内訳は、第１項建設改良費で６８７万５，０００円、第３項出資金で１億

９，６００万円をそれぞれ追加するものであります。 

      内容といたしましては、建設改良費のＰＣＲ検査装置の導入に伴う器械器具

購入の増額補正、しらさぎの里への企業債元利償還分の不足額に伴う出資金補

正でございます。 

      次に、第４条の債務負担行為の補正でありますが、採血管準備装置更新事業

ほか２件であります。 

      次に、第５条の議会の議決を経なければ流用することのできない経費では、

職員給与費の予定額を２億６，７６４万９，０００円追加し、総額を６５億

９，４４３万９，０００円とするものであります。 

      以上、詳細説明とさせていただきます。慎重審議の上、ご決定くださいます

ようお願い申し上げます。 

議長（湯井廣志君）  提案理由の説明が終わりました。 

      これより質疑に入ります。ご質疑を願います。 

（「なし」の声） 

議長（湯井廣志君）  お諮りいたします。質疑もないようでありますので、質疑を終結

いたしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声） 

議長（湯井廣志君）  ご異議なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

      これより討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声） 

議長（湯井廣志君）  討論なしと認めます。これをもって討論を終結いたします。 

      これより採決いたします。議案第１０号、令和６年度多野藤岡医療事務市町
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村組合立病院事業会計補正予算（第１号）について、本案は原案のとおり決す

ることに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

議長（湯井廣志君）  起立全員であります。よって、議案第１０号は原案のとおり可決

されました。 

     ───────────────────────────────────── 

第９ 議案第１１号 

議長（湯井廣志君）  日程第９、議案第１１号、令和６年度多野藤岡医療事務市町村組

合立介護老人保健施設事業会計補正予算（第１号）についてを議題といたしま

す。 

      提案理由の説明を求めます。管理者。 

管理者（新井雅博君）  議案第１１号、令和６年度多野藤岡医療事務市町村組合立介護

老人保健施設事業会計補正予算 （第１号）につきましてご説明を申し上げま

す。 

      今回の補正は、第３条の収益的収入及び支出において予定額の補正、第４条

では、病院事業から介護老人保健施設事業に対しての出資金の増額補正となっ

ております。 

      また、第５条は、議会の議決を経なければ流用することのできない経費で、

職員給与費及び交際費の補正に伴うものでございます。 

      以上、提案説明とさせていただきます。慎重ご審議賜りますようにお願いを

申し上げます。 

      なお、詳細につきましては経営管理部長より説明をさせますので、よろしく

お願いを申し上げます。 

議長（湯井廣志君）  経営管理部長。 

事務局長兼経営管理部長（髙田克巳君）  それでは、詳細についてご説明申し上げます。 

      初めに、第２条業務の予定量についてご説明申し上げます。 

      介護老人保健施設「しらさぎの里」の入所及び通所サービスを令和６年８月

をもちまして休止したことに伴い、業務量の予定量を下方修正するものでござ

います。 

      具体的な変更内容は、入所の年間延べ療養者数を２万５，９１５人から

１，１１３人へ、１日平均療養者数を７１人から１２人へ、通所の年間延べ利

用者数を８，９６０人から１，６８８人へ、１日平均利用者数を３５人から

２１人に変更するものでございます。 

      次に、第３条収益的収入及び支出の収益的収入についてご説明申し上げます 

      第１款介護老人保健施設事業収益では、４億２，５８０万１，０００円を減

額し、総額を３，５２４万円とするものであります。 
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      内訳は、第１項事業収益で４億２，３４７万１，０００円、第２項事業外収

益で２３３万円をそれぞれ減額するものであります。 

      内訳といたしましては、第１項事業収益で施設介護収益２億５，１２５万

２，０００円、居宅介護収益で５，８６３万７，０００円、居宅介護支援収益

で１，３５５万４，０００円、施設介護利用料収益で８，３５７万６，０００

円、居宅介護利用料収益で１，２９８万２，０００円、その他事業収益で

３４７万円をそれぞれの減額するものであります。 

      第２項事業外収益では、長期前受金戻入で１１５万７，０００円、その他事

業外収益で１１７万３，０００円をそれぞれ減額するものであります。 

      続きまして、収益的支出について申し上げます。 

      第１款介護老人保健施設事業費用では、３億６，５００万４，０００円を減

額し、総額を１億７，７１０万７，０００円とするものであります。 

      内訳は、第１項事業費用で３億６，４７１万４，０００円、事業外費用で

２９万円をそれぞれ減額するものであります。 

      次に、第４条資本的収入及び支出の資本的収入についてご説明申し上げます。 

      第１款介護老人保健施設事業資本的収入では、１億９，６００万円を追加し、

総額を３億１，６００万円とするものであります。 

      内訳は、第１項出資金で１億９，６００万円を追加するものであります。 

      次に、第５条議会の議決を経なければ流用することのできない経費では、職

員給与費２億６，７６４万９，０００円、交際費１万円をそれぞれ減額するも

のであります。 

      以上、詳細説明とさせていただきます。慎重審議の上、ご決定くださいます

ようお願い申し上げます。 

議長（湯井廣志君）  提案理由の説明が終わりました。 

      これより質疑に入ります。ご質疑を願います。 

（「なし」の声） 

議長（湯井廣志君）  お諮りいたします。質疑もないようでありますので、質疑を終結

いたしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声） 

議長（湯井廣志君）  ご異議なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

      これより討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声） 

議長（湯井廣志君）  討論なしと認めます。これをもって討論を終結いたします。 

      これより採決いたします。令和６年度多野藤岡医療事務市町村組合立介護老

人保健施設事業会計補正予算（第１号）について、本案は原案のとおり決する

ことに賛成の方の起立を求めます。 
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（賛成者起立） 

議長（湯井廣志君）  起立全員であります。よって、議案第１１号は原案のとおり可決

されました。 

     ───────────────────────────────────── 

第１０ 議案第１２号 

議長（湯井廣志君）  日程第１０、議案第１２号、令和５年度多野藤岡医療事務市町村

組合立病院事業会計決算認定についてを議題といたします。 

      提案理由の説明を求めます。管理者。 

管理者（新井雅博君）  議案第１２号、令和５年度多野藤岡医療事務市町村組合立病院

事業会計決算認定につきまして、提案理由の説明を申し上げます。 

      決算認定につきましては、３億１，４９１万円の純損失を計上し、前年度繰

越利益剰余金を加えた１４億４，５４５万円の未処理欠損金を令和６年度に繰

越しいたしました。 

      今後、さらなる病院の運営基盤の強化を図り、地域住民に信頼される病院と

なるよう進めてまいりますので、関係各位のご理解、ご協力を心からお願い申

し上げる次第でございます。 

      また、本決算につきましては、去る８月２３日、細谷、窪田両監査委員の審

査をいただいております。その結果につきましては、議員各位のお手元に配布

をいたしました意見書のとおりでございます。 

      なお、詳細につきましては、経営管理部長より説明をさせますので、よろし

くお願いを申し上げます。 

議長（湯井廣志君）  経営管理部長。 

事務局長兼経営管理部長（髙田克巳君）  詳細についてご説明申し上げます。 

      初めに、患者状況ですが、入院患者数は、年間１１万１，０１９人で、１

日平均３０３．３人でございました。前年度と比較いたしますと、年間で

８，０６３人、７．８％の増となっております。 

      外来患者数は、年間１６万２，８８５人で、診療日数２４３日での１日平均

は６７０．３人でございました。前年度と比較いたしますと、年間で４８６人、

０．３％の減となっております。 

      次に、収益的収入及び支出でございますが、収入の税抜き決算額は１２４

億１，０７１万９，７７０円で、このうち医業収益で１１３億４，９４０万

３，１６５円、内訳といたしまして、入院収益で６９億９，３９５万３，２７９

円、外来収益で３８億１，４７４万８，２０５円、その他医業収益は５億

４，０７０万１，６８１円で、このうち救急他会計負担金は８，４２７万

４，０００円でございます。 

      次に、医業外収益につきましては９億４，２３５万６，７９０円で、主な
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内訳といたしましては、新型コロナウイルス感染症等に係る補助金で３億

２，４８９万３４３円、企業債償還利息などの他会計負担金で１億５，９０２

万５，０００円、補助金等の減価償却見合い分の収益化による長期前受金戻入

で４億２，０９９万９，０４３円でございます。 

      次に、特別利益につきましては、過年度損益修正益、過年度分補助金等の減

価償却見合い分の収益化等による１億１，８９５万９，８１５円でございます。 

      次に、支出の税抜き決算額では１２７億２，５６３万３，８８３円で、この

うち医業費用で１２０億７，０５９万１，５３３円、主な内訳といたしまし

ては、給与費で６０億４，３２１万３９９円、材料費で３２億９，１２９万

８，８７８円、経費で１７億７，９０２万９，５５５円、減価償却費で９億

１，６７９万２，８５８円でございます。 

      医業外費用につきましては６億４，１１１万１，０９２円で、内訳といたし

ましては、企業債の支払利息等で１億２，５８７万９，１８８円、消費税の費

用化による雑支出が５億１，５２３万１，９０４円でございました。 

      特別損失につきましては１，３９３万１，２５８円でございました。 

      医業収支比率は９４％、総収支比率は９７．５％で、３億１，４９１万

４，１１３円の純損失を計上いたしました。前年度繰越欠損金１１億３，０５４

万２，６０２円と合わせ１４億４，５４５万６，７１５円を未処理欠損金とし

て、令和６年度へ繰越すものでございます。 

      続きまして、資本的収入及び支出についてご説明申し上げます。 

      収入の決算額は６億４，９８８万８，０００円で、内訳といたしましては、

第１項の企業債償還元金に対する他会計負担金で４億４，０６５万６，０００

円、第２項企業債で１億９，８００万円、第３項補助金で１，１２３万

２，０００円でございます。 

      これに対しまして、資本的支出の決算額は１３億３，１１９万３，５５８円

で、内訳といたしましては、第１項建設改良費で２億７，１４９万５，１９２

円、第２項企業債償還金で９億３，９６９万８，３６６円、第３項出資金で１

億２，０００万円でございます。 

      資本的収入が資本的支出に対して不足する額６億８，１３０万５，５５８円

は、過年度分損益勘定留保資金６億８，０２６万４，０９７円、当年度分消費

税資本的収支調整額１０４万１，４６１円を充て、収支の均衡を図っておりま

す。 

      以上、詳細説明といたします。慎重審議の上、ご決定くださいますようお願

い申し上げます。 

議長（湯井廣志君）  提案理由の説明が終わりました。 

      次に、監査委員より監査結果の報告を求めます。監査委員、細谷恭弘君。 
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監査委員（細谷恭弘君）  令和５年度多野藤岡医療事務市町村組合立病院事業会計決算

に係る審査の概要と結果についてご報告を申し上げます。 

      去る８月２３日、地方公営企業法第３０条第２項の規定に基づき、管理者よ

り審査に付された令和５年度決算報告書ならびに事業報告書を中心に、証書類

を照合し、審査を行ったものであります。 

      審査の結果、収支の計数は正確であると認めました。 

      内容につきましては、決算審査意見書のとおりでございます。 

      患者利用状況及び決算額につきましては、提案理由説明の数字と同様であり

ますので、省略させていただきます。 

      令和５年度は、新型コロナウイルス感染症の５類移行に伴い、患者数が徐々

に戻りつつあり、収益も増加しておりますが、それ以上に給与費や材料費が増

加していること等により、純損失を計上しております。 

      今後の病院運営は、地域中核病院として救急医療、高度専門医療の充実に努

め、地域住民に信頼される質の高い医療の提供と将来的に安定した健全な経営

を期待するものです。 

      以上、決算審査の報告とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

議長（湯井廣志君）  監査委員の報告が終わりました。 

      これより質疑に入ります。ご質疑を願います。 

（「なし」の声） 

議長（湯井廣志君）  お諮りいたします。質疑もないようでありますので、質疑を終結

いたしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声） 

議長（湯井廣志君）  ご異議なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

      これより討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声） 

議長（湯井廣志君）  討論なしと認めます。これをもって討論を終結いたします。 

      これより採決いたします。議案第１２号、令和５年度多野藤岡医療事務市町

村組合立病院事業会計決算認定について、本案は原案のとおり決することに賛

成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

議長（湯井廣志君）  起立全員であります。よって、議案第１２号は原案のとおり可決

されました。 

     ───────────────────────────────────── 

第１１ 議案第１３号 

議長（湯井廣志君）  日程第１１、議案第１３号、令和５年度多野藤岡医療事務市町村

組合立介護老人保健施設事業会計決算認定についてを議題といたします。 
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      提案理由の説明を求めます。管理者。 

管理者（新井雅博君）  議案第１３号 令和５年度多野藤岡医療事務市町村組合立介護

老人保健施設事業会計決算認定について、提案理由の説明を申し上げます。 

      令和５年度は、介護老人保健施設事業で１億６２２万円の純損失、訪問看護

事業では１，６６９万円の純利益となり、２施設合計で８，９５３万円の純損

失を計上し、前年度繰越利益剰余金に純損失を加え１億１，４３９万円の未処

理欠損金を令和６年度に繰り越しいたしました。 

      今後も地域の医療を支える施設としてしっかりと進めてまいりますので、関

係各位のご理解、ご協力を心からお願いを申し上げます。 

      また、本決算につきましては、去る８月２３日、細谷、窪田両監査委員にご

審査をいただいております。その結果につきましては、議員各位のお手元に配

布をいたしました意見書のとおりでございます。 

      ここで、監査に当たっていただきました細谷、窪田両監査委員様に感謝と御

礼を申し上げる次第でございます。 

      なお、詳細につきましては経営管理部長より説明をさせますので、よろしく

お願いを申し上げます。 

議長（湯井廣志君）  経営管理部長。 

事務局長兼経営管理部長（髙田克巳君）  詳細につきましてご説明申し上げます。 

      初めに、介護老人保健施設「しらさぎの里」でございます。 

      施設利用状況ですが、入所利用者数は、年間２万２，４７４人、１日平均

６１．４人、前年度と比較いたしますと、年間で１２．７％、３，２６４人の

減となっております。 

      通所利用者数は、年間７，７３１人で、利用日数２３５日での１日平均は

３２．９人でございました。前年度と比較いたしますと、年間で０．２％、

１９人の減となっております。 

      次に、収益的収入及び支出でございますが、収入決算額は３億９，８９２

万７，０４７円で、前年度と比較いたしまして、９．１％、４，０１４万

２，０７１円の減となっております。 

      このうち、事業収益で３億９，３３９万９，５９９円、内訳といたしまして

は、施設介護収益で２億２，３９２万８，５９４円、居宅介護収益で６，２６８

万９，６８６円、居宅介護支援収益で１，４８４万６，０３０円、施設介護利

用料収益で７，４２９万３，８８７円、居宅介護利用料収益で１，３８７万

４，０４２円、その他事業収益で３７６万７，３６０円でございます。 

      事業外収益につきましては５５２万５，７９５円で、主な内訳といたしまし

ては、補助金の減価償却見合い分の収益化としての長期前受金戻入で１９７万

５，１６６円、補助金１６９万２，０００円でございます。 
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      特別利益につきましては、過年度損益修正益で１，６５３円でございました。 

      次に、支出の決算額は５億５１５万６，３２９円で、前年度と比較いたしま

して、１．２％、５８９万３３６円の支出減となっております。 

      このうち、事業費用で４億９，８９９万７，８６１円、主な内訳といたし

ましては、給与費で３億５，８９９万４，６４１円、材料費で３，４３９万

２，９９０円、経費で４，３１８万８，３２６円、委託費で４，２２０万

２，１８１円、減価償却費で２，００１万２，０５０円でございます。 

      事業外費用につきましては６１５万８，４６８円で、主な内訳といたしまし

ては、企業債の支払利息で５８９万３，５９３円でございました。 

      事業収支比率では７８．８％、総収支比率は７９％で、１億６２２万

９，２８２円の純損失を計上いたしました。 

      次に、訪問看護ステーションはるかぜでございます。 

      利用状況ですが、利用者数は、年間１万７７人、１日平均４１．５人でござ

いました。前年度と比較いたしまして、６．８％、７３９人減となっておりま

す。 

      次に、収益的収入及び支出でございますが、収入の決算額は９，８８９万

５５７円で、このうち事業収益は９，８０４万７，２３３円でございます。 

      内訳といたしましては、訪問看護療養収益で４，５６７万２，８９３円、介

護保険訪問看護療養収益で４，３４２万５，５４８円、訪問看護利用料収益で

４０２万２，２８３円、介護保険利用料収益で４９２万６，５０９円でござい

ます。 

      事業外収益につきましては、８４万３，３２４円でございました。 

      次に、支出の決算額は８，２１９万３，８１３円で、このうち事業費用は

８，１９０万７，９２６円、主な内訳といたしましては、給与費で７，１７５

万２，５６６円、材料費で３９万５，５５４円、経費で８４３万７，５２８円、

減価償却費で、１２７万６，５２８円でございます。 

      事業外費用につきましては、２８万５，８８７円でございました。 

      事業収支比率では１１９．７％、総収支比率は１２０．３％で、１，６６９

万６，７４４円の純利益を計上いたしました。 

      以上、２事業合計で８，９５３万２，５３８円の純損失を計上し、１億

１，４３９万８，５６７円を未処理欠損金として令和６年度へ繰り越すもので

ございます。 

      続きまして、資本的収入及び支出についてご説明申し上げます。 

      第１款介護老人保健施設事業資本的収入の決算額は１億６，２６０万円で、

内訳といたしましては、第１項企業債で４，２６０万円、第２項病院事業から

の出資金で１億２，０００万円でございます。 
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      第２款訪問看護事業資本的収入はございませんでした。 

      これに対しまして、第１款介護老人保健施設事業資本的支出の決算額は

９，８２８万９，４０８円で、内訳といたしましては、第１項建設改良費で

４，４０６万８，００５円、第２項企業債償還金で５，４２２万１，４０３円

でございます。 

      第２款訪問看護事業資本的支出の決算額は１３５万３，９９３円で、内容と

いたしましては、第１項建設改良費で１３５万３，９９３円でございます。 

      資本的収入が資本的支出に対して不足する額１３５万３，９９３円は、当年

度分損益勘定留保資金を充て収支の均衡を図っております。 

      以上、詳細説明といたします。慎重審議の上、ご決定くださいますようよろ

しくお願い申し上げます。 

議長（湯井廣志君）  提案理由の説明が終わりました。 

      次に、監査委員より監査結果の報告を求めます。監査委員、細谷恭弘君。 

監査委員（細谷恭弘君）  令和５年度多野藤岡医療事務市町村組合立介護老人保健施設

事業会計決算に係る審査の概要と結果について、監査委員を代表してご報告申

し上げます。 

      去る８月２３日、地方公営企業法第３０条第２項の規定に基づき、管理者よ

り審査に付された令和５年度決算報告書並びに事業報告書を中心に、証書類を

照合し、審査を行ったものであります。 

      審査の結果、収支の計数は正確であると認めました。 

      内容につきましては、決算審査意見書のとおりでございます。 

      利用者状況及び決算額につきましては、提案理由説明の数値と同様でありま

すので、省略させていただきます。 

      今後は、高齢化が進み在宅医療が求められる中、公立藤岡総合病院と医療・

介護・在宅支援の機能を包括的に担い、自治体の地域包括支援センターと連携

を強化して、地域一体となり、地域住民や利用者及びそのご家族に期待される

訪問看護ステーションの確立を望みます。 

      以上、決算審査の報告とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

議長（湯井廣志君）  監査委員の報告が終わりました。 

      これより質疑に入ります。ご質疑を願います。 

（「なし」の声） 

議長（湯井廣志君）  お諮りいたします。質疑もないようでありますので、質疑を終結

いたしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声） 

議長（湯井廣志君）  ご異議なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

      これより討論に入ります。討論はありませんか。 
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（「なし」の声） 

議長（湯井廣志君）  討論なしと認めます。これをもって討論を終結いたします。 

      これより採決いたします。議案第１３号、令和５年度多野藤岡医療事務市町

村組合立介護老人保健施設事業会計決算認定について、本案は原案のとおり決

することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

議長（湯井廣志君）  起立全員であります。よって、議案第１３号は原案のとおり可決

されました。 

     ───────────────────────────────────── 

第１２ 一般質問 

議長（湯井廣志君）  日程第１２、一般質問を行います。 

      中澤秀平君の質問を行います。中澤秀平君。 

議員（中澤秀平君）  議長より許可をいただきましたので、一般質問させていただきま

す。 

      マイナンバー保険証についてお伺いをさせていただきます。 

      マイナンバーカードに健康保険証を登録し、マイナンバーカードを保険証と

して使えるマイナ保険証は、２０２１年の１０月から医療機関などの窓口で利

用できるようになっています。 

      国は、来月、１２月２日にこのマイナ保険証を基本とする仕組みへと移行す

る方針を決定していますが、国の方針についてご説明をお願いいたします。 

議長（湯井廣志君）  経営管理部長。 

事務局長兼経営管理部長（髙田克巳君）  お答えいたします。 

      健康保険証の廃止を定めるマイナンバー法等の一部改正法について、令和５

年１２月２２日に閣議決定され、施行期日を令和６年１２月２日とする政令が

公布され、現行の健康保険証の発行については、令和６年１２月２日より終了

し、マイナ保険証を基本とする仕組みに移行する方針が出されました。 

      なお、発行済み保険証は、法改正の経過措置により、廃止日から最長１年間

は引き続き使用することが可能でございます。 

      また、マイナ保険証を保有していない方につきましては、資格確認証を医療

機関に提示していただくことで、保険診療を受けることが可能でございます。 

      以上、答弁といたします。 

議長（湯井廣志君）  中澤秀平君。 

議員（中澤秀平君）  ご説明ありがとうございます。 

      それでは、マイナ保険証の現在の利用状況についてお伺いいたします。 

      厚生労働省によると、マイナ保険証のオンライン資格確認の利用に占める利

用状況は、９月時点で１３．８７％となっているようです。マイナンバーカー
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ド保有者の多くが健康保険証を登録している中で、実際に保険証として利用し

ているのは１割程度、少数にとどまっているという状況ですが、公立藤岡総合

病院でのマイナ保険証の利用率についてはどうなっているかお伺いいたします。 

議長（湯井廣志君）  経営管理部長。 

事務局長兼経営管理部長（髙田克巳君）  お答えいたします。 

      マイナ保険証の利用状況につきましては、令和５年度の使用率は、外来患者

数１６万２，８０４人中４，９０７人の３．０％でしたが、令和６年度の上半

期の使用率は、外来患者数７万６，９４５人中３，１６０人の４．１％と、前

年度対比１．１％の上昇となっております。 

      月毎の比較では、直近３か月は毎月０．５％の上昇が見られます。 

      以上、答弁といたします。 

議長（湯井廣志君）  中澤秀平君。 

議員（中澤秀平君）  外来患者数に対して前年は３％の利用率だったものが、今年度の

上半期では４．１％と毎月伸びている、そんな状況がご説明ありました。 

      厚労省の発表は、オンライン資格確認の利用者に対する利用率ということな

ので、数字に大きな差があるかと思いますが、いずれにしても、そう高くはな

い、低い利用率であると言えると思います。 

      利用率が低い中でも、全国ではマイナ保険証による受診の際のトラブルとい

うのが多発しているようです。全国保険医団体連合会が今年の８月から９月に

行った調査の結果によると、今年の５月以降にトラブルがあったと回答した医

療機関は７０．１％となり、前回の調査よりも１０ポイントほど高くなってい

るということです。 

      トラブルの件数も５，０００件を超えるというもので、その内容は、資格情

報が無効４７．８％、該当の被保険者番号がない１８．５％、名前や住所の間

違え２０．１％、負担割合の齟齬１０．９％、限度額認定の誤り５．５％、他

人の情報が紐付けられていた２．１％などとなっているようです。 

      公立藤岡総合病院では、マイナ保険証によるこうしたトラブルがなかったか。

あったとすれば、どのようなものがあったかお伺いをいたします。 

議長（湯井廣志君）  経営管理部長。 

事務局長兼経営管理部長（髙田克巳君）  藤岡総合病院におけるマイナ保険証の受付に

よるトラブルについてお答えをさせていただきます。 

      主なものといたしましては、マイナンバーカードのＩＣチップの不具合によ

り読み取りができなかった。こちらはカード内に公的個人認証アプリケーショ

ンほか４つのアプリケーション、それと市町村等の行政機関が独自サービスを

行うための空き容量がありますが、マイナンバーカードに書き込まれた電子証

明の有効期限５年が切れている例が全国的にも多いようでございます。 
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      そのほか、顔認証つきカードリーダーでうまく顔が認証できない。こちらは

衣類や髪の毛、眼鏡やマスクで顔全体や一部が覆われたり、顔の角度によって

顔認証の成功率が下がるようでございます。 

      また、顔認証ができず、その後に暗証番号入力のご案内をしたところ、患者

さんが覚えていなかった。また、暗証番号の誤入力によりパスワードにロック

がかかり、保険情報にアクセスできないなどの事例がございます。 

      なお、機器等のトラブルにより保険資格確認ができず、患者さんに一旦医療

費の１０割負担を求めたケースはございませんでした。 

      以上、答弁といたします。 

議長（湯井廣志君）  中澤秀平君。 

議員（中澤秀平君）  有効期限が切れているですとか、また顔認証がうまくいかない、

暗証番号が入力できないということで、資格確認ができないというようなこと

もあったということで、当病院でもトラブルがあったということが報告されま

した。 

      先ほどの全国保険医団体連合会の調査では、ほかにもマイナ保険証の調査で

も、マイナ保険証の有効期限切れというのが２０．１％あったということが報

告されています。 

      マイナ保険証は５年ごとの更新手続が必要で、今年更新が必要となる人は

１，０７６万人に上るとされていますが、これは昨年の１１倍以上であり、今

後、この有効期限切れのトラブルというのは急増してくることが懸念をされま

す。 

      また、通信の不具合やサーバーダウンなどでマイナ保険証の受付自体ができ

ないという事例も全国では相次いでいるようです。 

      平デジタル大臣は、１０月２日の記者会見で、ユーザーがマイナ保険証の利

用に慣れてくれば、不具合は改善していくと見解を示していますが、こうした

トラブルはユーザーの慣れ、不慣れの問題ではなく、システムそのものの不備

に原因があるものと言えると思います。 

      こうした状況にある中での国の方針である１２月２日のマイナ保険証を基本

とする仕組みへの移行、現行の健康保険証の原則廃止は拙速だと思いますが、

今後の対応を当病院ではどのように考えているのかお伺いいたします。 

議長（湯井廣志君）  経営管理部長。 

事務局長兼経営管理部長（髙田克巳君）  お答えいたします。 

      現在、当医院には顔認証つきマイナ保険証受付機は、外来棟に２台、入院棟

に１台設置しております。 

      今後も、マイナ保険証の利用率の上昇が見込まれますので、引き続き患者さ

んのマイナ保険証の利用状況を注視しつつ、車椅子や高齢者の方お一人で来院
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される方など使用が難しい傾向にある方など、患者さんを第一に考え、利用し

やすい環境について検討、対応してまいりたいと考えております。 

      以上、答弁といたします。 

議長（湯井廣志君）  中澤秀平君。 

議員（中澤秀平君）  最後に確認をさせていただきたいと思うんですが、マイナ保険証

を利用してトラブルとなった際、１２月２日以降ですが、特に資格確認ができ

なかったという場合、どんなふうに対応することになっているのかお伺いをい

たします。 

議長（湯井廣志君）  経営管理部長。 

事務局長兼経営管理部長（髙田克巳君）  お答えをいたします。 

      １２月２日以降でございますけれども、マイナンバーカードで受付等をでき

なかった方につきましては、紙の保険証で対応させていただきたいというふう

に考えております。 

      以上、答弁といたします。 

議長（湯井廣志君）  中澤秀平君。 

議員（中澤秀平君）  マイナ保険証で受付できない場合、紙の保険証でということです。

紙の保険証が有効期限内であれば、最長１年、１２月２日以降も利用できると

いうことで、そういうことになるかと思うんですが、厚労省の資料でも、１２

月２日以降の受診の流れとして、マイナ保険証での受診する場合と現行の保険

証を引き続き使う場合と２つの例示があります。 

      その２つの流れとして、マイナ保険証の場合は、問題なく確認ができる場合

とトラブルになった場合と、この二通りの流れがありますが、紙の保険証であ

れば、トラブルは想定されていない。紙の保険証であれば、問題なく確認がで

きる、それだけの流れしかありません。 

      １２月２日以降、現行の保険証が使えなくなると思っている人、多くいらっ

しゃると思いますが、そうした方が慣れないマイナ保険証で受診となると、ト

ラブル、今後急増するのではないかと思います。 

      トラブルの多発によって、現場の事務負担も重くなり、混乱することが予想

されますが、そうしたことを避けるために、現行の保険証は最長１年間使える

ということ、マイナンバーカードを持っていない方へは資格確認証が申請なし

で届き受診できることをお知らせして、トラブルのない保険証での受診が引き

続き可能であるということを周知することが有効ではないかと思います。 

      また、マイナ保険証利用の際のトラブルに備えて、必要なもの、先ほどの答

弁によれば、紙の保険証、こうしたものを準備をして受診をするということ、

そうしたことを周知徹底する必要があるのではないかと思いますが、患者さん

へのそうしたお知らせなど、どのように行う考えかお伺いいたします。 
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議長（湯井廣志君）  経営管理部長。 

事務局長兼経営管理部長（髙田克巳君）  お答えをいたします。 

      先ほども答弁をさせていただきましたけれども、国の方針に従いまして、患

者さん第一に考えて、広報、さらにトラブルの際には丁寧な説明に努めてまい

りたいというふうに考えております。 

      以上、答弁といたします。 

議長（湯井廣志君）  中澤秀平君。 

議員（中澤秀平君）  国の方針とすれば、マイナ保険証を基本とする仕組みへの移行と

いうことで、紙の保険証を原則的に使わないと、そういった方針になるかと思

います。 

      しかし、その方針にのっとれば、今後トラブルが急増したり、患者さんへの

不要な負担を強いるということにもなりかねないと思います。患者さん第一に

考えるならば、利用しやすい環境について検討、対応ということではなく、ト

ラブルのない現行の保険証が十分に使えるということ、有効期限を過ぎても資

格確認証が届くことをお知らせして、安心をしてもらうことが必要ではないか

と思います。 

      また、マイナ保険証への移行の方針そのものについて、国に現場として現状

や意見を述べ、少なくとも１２月２日の移行は延期、さらには現行保険証の廃

止は中止を訴えるべきというふうに思いますが、そうした考えがないかお伺い

いたします。 

議長（湯井廣志君）  経営管理部長。 

事務局長兼経営管理部長（髙田克巳君）  お答えをさせていただきます。 

      先ほども答弁をさせていただきましたけれども、マイナ保険証については国

の方針でございますので、あくまでも受付につきましては、ご本人の選択とい

うところでございます。 

      マイナ保険証でなくても、紙の保険証、資格確認書で受診は可能でございま

すので、そういったことで、国の方針に基づきまして粛々と事務を進めてまい

りたいというふうに考えております。 

      以上、答弁といたします。 

議長（湯井廣志君）  中澤秀平君。 

議員（中澤秀平君）  ご本人の選択ということで、確かにそのとおりなんですが、その

選択肢を増やすという意味でも、紙の保険証が十分にまだまだ使えるというこ

と、マイナンバーカードにその保険証を慌てて登録しなくても、資格確認書が

届くということ、これは少なくともお知らせをしていく必要があるんではない

かと思います。 

      先ほどの全国保険医団体連合会の調査結果によりますと、１２月２日に保険
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証が廃止されることについては、賛成は７．９％、延期すべきが１０．９％、

そして保険証は残すべきというのが７３．９％と、圧倒的に今の保険証は残す

べきと意見が多くなっています。 

      これは全国の結果ですが、市内の医療機関でも同様の結果があるんではない

かと思います。住民から信頼されるべき公の病院として、こうした声を国に届

けるということも重要な役割ではないかと思います。 

      マイナ保険証を基本とする仕組みへの移行によって、患者さんが必要な医療

から遠ざけられてしまうということ、こうした事態が起こることがないのか、

こうした心配がないのか、これは最後にお伺いをいたします。 

議長（湯井廣志君）  経営管理部長。 

事務局長兼経営管理部長（髙田克巳君）  お答えいたします。 

      そういったトラブルが起きないのかどうかというところでございますけれど

も、これはあくまでも国の方針でございますので、私がトラブルが起きる、起

きないとか、そういったことをちょっと答弁できる内容ではないかなと思いま

す。 

      言葉整いませんけれども、よろしくお願いいたします。 

議長（湯井廣志君）  中澤秀平君。 

議員（中澤秀平君）  いつでも、どこでも、誰でも医療が受けられるという国民皆保険

制度を守るためにも、このマイナ保険証の一本化を粛々と進めるということで、

無批判に受け入れるべきではないかというふうに思います。 

      経営管理部長さんからは先ほどの答弁が限界かというふうに思いますが、ど

なたかこの件に関して言及できる方がいらっしゃいましたら、最後に答弁をお

願いして、質問を終わります。 

議長（湯井廣志君）  経営管理部長。 

事務局長兼経営管理部長（髙田克巳君）  お答えいたします。 

      私以外ということであったんですけれども、先ほども答弁をさせていただき

ましたように国の方針、通達に基づきまして事務のほうを進めさせていただい

て、利用する患者さんに不都合が生じないように、窓口等、親切丁寧な対応に

努めてまいりたいと思いますので、ご理解のほどよろしくお願いいたします。 

      以上、答弁といたします。 

議長（湯井廣志君）  以上で中澤秀平君の質問を終わります。 

      以上で発言通告のありました質問は終了いたしました。 

     ───────────────────────────────────── 

字句の整理の件 

議長（湯井廣志君）  お諮りいたします。本会議で議決されました議案については、会

議規則第３８条の規定に基づき、その条項、字句、数字等の整理を要するもの
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につきましては、その整理を議長に委任されたいと思います。これにご異議あ

りませんか。 

（「異議なし」の声） 

議長（湯井廣志君）  ご異議なしと認めます。よって、条項、字句、数字等の整理は議

長に委任することに決しました。 

     ───────────────────────────────────── 

管理者挨拶 

議長（湯井廣志君）  この際、管理者より発言を求められておりますので、これを許し

ます。管理者。 

管理者（新井雅博君）  閉会に当たりまして、一言お礼のご挨拶を申し上げます。 

      議員各位におかれましては、長時間にわたりまして慎重ご審議の上、全て全

員の賛成をもちましてご決定賜りまして、誠にありがとうございました。 

      議員の皆様方から賜りましたご意見、ご指導に対しまして、しっかりと受け

止めて、今後も地域の中核病院として、地域住民の皆さんから信頼される医療

の充実にしっかりと努めてまいりますとともに、病院の健全経営により一層の

努力をしてまいる所存でございますので、引き続きよろしくお願いを申し上げ

ます。 

      最後になりますが、議員各位におかれましては、お体に十分ご自愛をいただ

き、ますますご活躍をいただきますようにご祈念申し上げ、閉会のご挨拶とさ

せていただきます。本日は誠にありがとうございました。 

     ───────────────────────────────────── 

閉会 

議長（湯井廣志君）  以上をもちまして、本会議に付議されました案件の審議は全て終

了いたしました。 

      これにて、令和６年第２回多野藤岡医療事務市町村組合議会定例会を閉会い

たします。ご苦労さまでした。 

午後２時５０分閉会 
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